
　

相
模
原
障
害
者
殺
傷
事
件
は

２
０
１
６
年
７
月
「
津
久
井
や

ま
ゆ
り
園
」
で
入
所
者
19
人
が

殺
害
さ
れ
、
職
員
を
含
む
27
人

が
重
軽
傷
を
負
っ
た
事
件
の
こ

と
で
、
本
欄
で
も
取
り
上
げ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
に
入

り
、
元
職
員
・
植
松
被
告
の
裁

判
員
裁
判
が
横
浜
地
裁
で
始
ま

り
、
社
会
的
に
再
び
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
件
の
主
た

る
論
点
（
争
点
）
は
何
で
し
ょ

う
か
。

　

植
松
被
告
は
，
障
害
者
を
経

済
の
活
性
化
に
役
立
た
な
い
と

み
な
し
、
生
産
能
力
の
差
で
優

劣
を
つ
け
て
い
ま
す
。
重
い
障

害
者
は
生
き
る
資
格
が
な
く
、

よ
り
よ
い
社
会
に
す
る
た
め
に

「
良
い
こ
と
を
し
た
」
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

犠
牲
者
の
家
族
の
声
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
遺
族
の
供
述
調

書
を
読
む
と
、
犠
牲
者
と
家
族

の
交
流
は
、
支
え
る
こ
と
で
家

族
は
生
か
さ
れ
、
成
長
を
見
守

　
る
な
か
で
愛
情
を
育
み
幸
せ
を

感
じ
て
お
り
、「
不
幸
の
源
」

と
い
う
植
松
被
告
の
主
張
を
正

面
か
ら
退
け
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

重
い
障
害
を
持
っ
て
い
る

方
々
を
ど
う
見
る
か
。
植
松
被

告
は
、
経
済
の
活
性
化
、
生
産

能
力
の
差
異
で
生
命
に
優
劣
を

つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
優

生
思
想
と
い
い
ま
す
。
歴
史
の

語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
第
２

次
世
界
大
戦
に
お
い
て
フ
ァ
シ

ズ
ム
は
優
生
思
想
に
よ
り
生
命

に
優
劣
を
つ
け
、
痛
ま
し
い
虐

殺
を
行
い
ま
し
た
。

　

歴
史
は
一
方
で
、
戦
後
１
９

５
０
年
代
前
半
に
デ
ン
マ
ー
ク

の
知
的
障
害
者
の
親
の
会
の
議

論
を
踏
ま
え
、
バ
ン
ク
・
ミ
ケ

ル
セ
ン
が
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
正
面
か
ら
掲
げ
た
知

的
障
害
者
法
が
、
１
９
５
９
年

デ
ン
マ
ー
ク
で
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
歩
み
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
引
き
継
が
れ
、
１
９
６
７

年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
知
的
障
害

者
援
護
法
が
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
理
念
の
も
と
に
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
が

日
本
に
入
っ
て
く
る
の
は
１
９

７
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ

り
、
１
９
８
０
年
の
国
際
障
害

者
年
で
広
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

い
わ
れ
る
こ
の
理
念
は
、
社
会

福
祉
分
野
に
共
生
の
理
念
を
示

し
、
現
在
、
発
展
的
に
統
合
・

包
摂
を
含
ん
で
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
知
的
障
害
者
の
日
常
生

活
の
様
式
や
条
件
を
ノ
ー
マ
ル

（
普
通
）
な
生
活
環
境
・
方
法

に
で
き
る
だ
け
近
づ
け
、
自
己

決
定
を
尊
重
し
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
も
一
般
市
民
も
、
地
域
社

会
の
な
か
で
生
活
を
共
に
送
る

と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

理
念
で
は
、
生
命
の
価
値
に
序

列
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
生
社
会

は
個
別
性
、
多
様
性
を
認
め
合

い
、
そ
れ
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
は

な
い
か
と
語
り
か
け
て
き
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
信
勝

（
社
会
福
祉
法
人

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
福
祉
振
興
会
理
事
長
・

　
　
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
教
授
）

共
生
の
理
念

社
会
福
祉

社
会
保
障

は
、
い
ま
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短歌

　　俳句

　漫俳

　　　川柳

・
す
ぎ
し
日
を
思
へ
ば
楽
し
百
寿
の
身

　

流
れ
る
雲
に
両
の
手
あ
わ
せ

・
二
月
早
や
突
然
筆
字
か
く
こ
と
も

・
梅
は
咲
い
て
も
春
ま
だ
残
し

　

出
番
待
っ
て
る
ラ
ン
ド
セ
ル

・
今
日
だ
け
が
幸
せ
な
れ
ば
そ
れ
で
い
い

　

デ
イ
の
一
日
楽
し
く
過
ご
す

・
芽
吹
く
も
の
皆
ふ
ぞ
ろ
い
に
陽
に
な
び
く

・
手
作
り
の
そ
り
を
眺
め
て
雪
を
待
つ

安
江
と
く
よ

今
井
康
子

柳
子

秀
子

千
枝

宮
豆

新人職員紹介新人職員紹介

母親が介護の仕事をしていた影響と何か
資格を取って仕事をしたいと思い、介護
の仕事を選びました。

この仕事を選んだきっかけ

実習でお世話になり、施設と職員さんの
温かい雰囲気に魅力を感じ、働きたいと
思いました。

サンシャインを選んだ理由

少しでも早く仕事を覚えて利用者さんが
安心できる生活を支援できるよう頑張り
たいです。
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